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どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

　　   １２月１日は「世界エイズデー」です！
   「ＡＩＤＳ ＩＳ ＮＯＴ ＯＶＥＲ だから、ここから」
　治療法の進歩により、エイズの原因ウイルスであるＨＩＶ（ヒト免疫不全ウ

イルス）に感染したＨＩＶ陽性者が長く生きていくことが期待できるようにな

りました。これは、社会的にすでに多くのＨＩＶ陽性者が働き、学び、生活し

ていることを示しています。

　効果的なＨＩＶ感染予防対策を実施するためには、一人ひとりが「予防、治

療、支援、理解」という具体的行動をとることが求められています。

●東松山保健所ではＨＩＶ抗体検査を実施しています！

【通常検査】

日　時　毎月第１月曜日 午前９時３０分～１０時３０分

項　目　ＨＩＶ、クラミジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎

結　果　翌週の火曜日以降

費　用　無料（クラミジア検査のみ有料で、１，８４０円かかります）

【即日検査】

日　時　毎月第３木曜日 午後１時～２時

項　目　ＨＩＶ� 結　果　採血後１時間� 費　用　無料

※いずれも場所は埼玉県東松山保健所です。

※検査をご希望の場合には予約が必要です。お気軽にお問合せ、ご相談ください。

予約・問合せ・相談　埼玉県東松山保健所 保健予防推進担当　２２－０２８０

企画展「パレオパラドキシア～大野原標本発掘から４０年～」
　　　　　　　　　　　【埼玉県立自然の博物館】

　かつて秩父に存在した海、“古秩父湾”。約１７００万年前に誕生し、１５００

万年前に消滅したこの埼玉の海には、謎の生物「パレオパラドキシア」が生きて

いました。現在、埼玉県はこの生物の化石の世界一の産地となっています。

　本展覧会では、ともに埼玉県指定天然記念物でもある２体のパレオパラドキシ

ア全身骨格実物化石を同時公開します。パレオパラドキシアの進化と生態、そし

て“古秩父湾”に生きた生物を多くの実物化石を中心に紹介します。ぜひ、埼玉

県の世界一を体験してください。

開催期間　１２月２７日（日）まで

開館時間　午前９時～午後４時３０分（入館は午後４時まで）

場　　所　埼玉県立自然の博物館（長瀞町長瀞１４１７－１）

休 館 日　月曜日

観 覧 料　一般２００円、高校・大学生１００円

　　　　　※中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方（および介助者１名）は無料

問 合 せ　埼玉県立自然の博物館 　０４９４－６６－０４０７

　　　熊谷総合相談センター

 出張法律相談会（無料）
日　　時　１２月１７日（木）

　　　　　午後１時30分～４時30分

場　　所　キララ上柴（アリオ深谷３階）

相談方法　面接相談（１組 １時間）

　　　　　要電予約

予約方法　１２月１０日（木）

　　　　　午後４時までに、総合予約

　　　　　センター（　０４８－８３

　　　　　８－７４７２）に電話予約

相談内容　相続、遺言、登記、債務整

　　　　　理、成年後見、不動産の名

　　　　　義変更など

問 合 せ　埼玉司法書士会事務局

　　　　　　０４８－８６３－７８６１

　　　 国営武蔵丘陵森林公園

「スターライトクリスマス」
　星空をテーマにした、２０万球を超
えるイルミネーションが中央エリアの
樹木や花壇にきらめきます。街中のイ
ルミネーションとはひと味違った幻想
的な風景をお楽しみください。
日　時　１２月１２日（土）
     　　　　　　　　～２７日（日）
� 午後４時～８時３０分
　　　　（最終入園は８時）
場　所　国営武蔵丘陵森林公園
　　　　中央口エリア
　　　　※入退園は「中央口改札」のみ
料　金　大人（高校生以上）４１０円
� シルバー（６５歳以上）
　　　　　　　　　　　　　２１０円
� 小人(小・中学生)�　　８０円
� ※幼児は無料
　　　　※駐車料金は別途かかります。
問合せ　国営武蔵丘陵森林公園　
　　　　管理センター
　　　　　 ５７－２１１１　

放送大学４月生募集のお知らせ
　放送大学では、平成２８年度第１学
期（４月入学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送やインタ
ーネットを利用して授業を行う通信制
の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間第１回は２月２９日（月）ま
で、第２回は３月２０日（日）までです。
　資料を無料で差し上げています。お
気軽に放送大学埼玉学習センター

（　048-650-2611）までご請求くださ
い。放送大学ホームページでも受付け
ています。

　　　   　　　　　　 自賠責保険・自賠責共済のご案内

           「自賠責の期限切れに気を付けて！」
 
　交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるものの、平成２６年の事故発生

件数は約５７万件、死傷者数は約７１万人と、国民の誰もが交通事故の被害者に

も加害者にもなり得る極めて深刻な状況となっています。

　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとっても加害者にとっても悲惨

な結果をもたらすものです。

　自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイク１台ごとに加入が義務づけられ

ており、加害者の賠償責任を担保することで、被害者の基本的な賠償を保障する

制度であり、被害者の救済を目的としています。

　一人ひとりが、より一層自賠責制度の役割や重要性、保険金・共済金の支払い

のしくみなどを十分に理解・認識することがとても大切です。

※自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対人賠償を目的として、

自動車損害賠償保障法に基づき、原動機付自転車を含むすべての自動車に加入が

義務づけられており、自賠責保険・共済なしで運行することは法令違反ですので

ご注意ください。


